



























Analysis of Risk Consciousness of Young Women for Ultraviolet Radiation and 
Preliminary Field Study to Resolve Their Misunderstandings
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表３．各種の化粧品等の紫外線カット率の比較
　カット率は、（試料無塗布の測定値−試料塗布時の測定値）／（無塗布時の測
定値）とした。光源は屋外での太陽光。同一試料については、紫外線量50〜4,500
μW/㎠の範囲でのカット率に差がないことは確認してある。
　試料２）と３）、４）と５）は、それぞれ同一メーカーの製品、必ずしもSPF
に比例したカット率となるわけではない。
